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区民セミナー報告

中央区医療介護サポートセンター便りは
年４回（４月７月１０月１月）の発行です

令和6年11月28日（木） 14時～15時30分に神戸市

医師会館4階大ホールで開催しました。

参加者は84名で、中央区以外や他市からも多くご

参加いただきました。

講師に落語家の桂福丸さんをお招きし、第一部は

ご講演、第2部は緩和ケア医の竹中かおり先生と

セッションを行っていただきました。
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§第10回中央区在宅医療・介護セミナー§

各区サポートセンターの紹介やお知ら

せ、研修案内、活動報告等をご覧い

ただけます。ぜひ、ご活用ください

サポートセンターホームページのご案内

テーマ：人生会議って何だろう？
～あなたが望む生き方を考えたり話してみませんか～

https://kobe-iks.net/

第１部では、思い込みを外して、これから先のことを事実にもとづいて、自

分ならどうするか、想像力を働かせて考えてみること。ひとり人生会議は皆、

やっている。家族、地域の人との交流、コミュニケーションをとることで、「自

分のことを周りに知ってもらう」「周りの人の想いを知る」ことが大事。また、

「人生会議」を「もしもトーク」となじみやすく呼んでは、とのご提案をいただ

きました。「人生会議」の機会は、病気、事故、死亡などの負の経験だけで

なく、出産、進学、就職、結婚など様々あることなどを丁寧にわかりやすく、

お話いただきました。

病気のあるなしや年齢にかかわら

ず、いろいろな出来事を自分ごとと

してとらえ、身近な人と話し、共有し

ておくことを考える機会となりました。

開催の運営にご協力くださいました

中央区在宅医療介護連携推進協

議会委員の皆さま、ありがとうござ

いました。「あんしんセット」についてご説明させていただきました

＜閉会挨拶＞西原一雅先生

＜開会挨拶＞小川達司会長

＜第1部＞講演

＜第2部＞セッション

＜総合司会＞松尾玲子先生
＜講師＞ 桂福丸さん

竹中かおり先生

＜落語「時うどん」＞

第2部では、竹中先生から診療経験をもとに「人生会

議」をしていた場合としていない場合の事例を提示い

ただきました。

桂さんと竹中先生のセッションを通して、人生会議の

必要性、家族や周りの人とのコミュニケーションの大

切さを参加者の皆さんと共有しました。 想像力を
フル稼働

https://kobe-iks.net/


（1）入浴前に脱衣室や浴室の寒暖差を少なくする
  脱衣室：暖房をつける
  浴室内：蒸気が立つようにシャワーから給湯する、お湯をかき混ぜて浴槽の蓋を外しておく

  床にすのこやマットを敷く など

（2）入浴前に家族などの同居者に一声かける
 家族など周りの方は、入浴中は動向に注意しておく

（3）かけ湯をしてから入る
   体をお湯の温度に慣らすことができます

（4）お湯は41度以下、浸かる時間は10分までを目安に長時間の入浴は避ける

（5）浴槽から出るときは、手すりや浴槽のヘリを使ってゆっくりと立ち上がる
    急に立ち上がると入浴中に体にかかっていた水圧がなくなり、圧迫されていた血管が
一気に拡張し、脳に行く血液が減り、意識の消失を起こすことがあります

入浴時のヒートショック対策

寒暖差が激しくなる冬場は、特にヒートショックの危険性が高まる時季です。ヒートショックとは、
寒暖差によって血圧が急上昇・急降下することにより、血管や心臓に大きな負担がかかること
を指します。ヒートショックが発生すると、意識喪失や脳梗塞、心筋梗塞などが発生しやすくな
り、死亡に至ることもあります。とくに、浴室内での発生は、溺水に繋がる可能性があるため注
意が必要です。高齢になると血圧を正常に保つ機能が低下するため、高齢期は血圧が変動し
やすい年代です。そのため、ヒートショックを起こしやいと言われています。

＜参考資料＞
・消費者庁「みんなで知ろう、防ごう、高齢者の事故」
・長野県後期高齢者医療広域連合 冬、安全にお風呂を楽しむ「ヒートショック予防」
・STOP! ヒートショック

第7回 中央区多職種連携交流会（看看交流会）のご案内

日時：令和7年2月12日（水） 15時～16時45分(予定）
場所：兵庫県医師会館6階会議室
テーマ：地域包括ケアを支える看看連携
※内容が確定しましたら、ご案内させていただきます

＜市民啓発チラシ＞

もしもに備えて、通院・入院時『あんしんセット』を準備しましょう

中央区在宅医療・介護連携推進協議会では、 「もしもの時に備えて…通

院・入院時『あんしんセット』を準備しましょう」のチラシを作成し、関係機関

の支援者を通して、患者さんや利用者さん等に配布しています。

医療と介護の切れ目のない連携促進のために、患者さんや利用者さんに

医療情報、介護情報、「意思がわかるもの」をまとめて準備していただくこ

とを勧めています。 発行：中央区在宅医療・介護連携推進協議会

本年もどうぞよろしくお願いいたします。
巳（み）のり大き年となりますように・・・

水分補給も心がけましょう
暖房のきいた室内で過ごすことが
多いと乾燥し、体内の水分も不足
しがちになります。体の水分量が
減ると血圧が下がるなど不安定に
なる危険性があります

乾燥対策が必須です。
鍋料理で栄養をとり、保湿もしています・・・編集後記

冬に気をつけたい健康管理について

サポートセンターからのお知らせ
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